
妊
産
婦
と
胎
児
等
に
対
す
る
支
援
の
充
実
に
関
す
る
意
見
書 

 

 
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
及
び
そ
れ
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、
現
在
も
な
お
被
災
地
の
、

多
く
の
人
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
を
抱
え
る
保
護
者
は
、
不
自
由
な
生
活
や
将
来
に
対
す
る

不
安
な
ど
に
よ
り
、
心
身
と
も
に
過
酷
な
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
中
央
区
に
お
い
て
も
妊
産
婦
、
胎
児
、
乳
幼
児
へ
の
放
射
線
の
健
康
影
響
に
つ
い
て
国
に
お
い
て
、
正
確
な
情
報
が
示
さ
れ
な
い
な
か
、

様
々
な
不
安
を
抱
え
て
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
が
お
り
ま
す
。 

 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射
能
に
不
安
を
抱
え
る
妊
産
婦
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
は
、
正
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
あ
り
、
実
態
に
即
し
た
柔
軟
か
つ
効
果
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
中
央
区
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
妊
産
婦
等
に
対
す
る
支
援
の
充
実
に
関
し
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、
次
の
事
項
を
実
現
す

る
よ
う
強
く
要
請
し
ま
す
。 

 

一 

妊
産
婦
が
、
放
射
線
の
胎
児
や
母
乳
へ
の
影
響
そ
の
他
日
常
生
活
の
疑
問
及
び
不
安
に
つ
い
て
相
談
し
、
最
新
の
情
報
を
基
に
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
得
ら
れ
る
相
談
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。 

二 

妊
産
婦
、
胎
児
及
び
乳
幼
児
に
対
す
る
放
射
線
の
健
康
影
響
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。 

  

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
中
央
区
議
会
の
総
意
を
も
っ
て
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日 

  
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

東
京
都
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東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
担
当
大
臣 

あ
て 


